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1.は じ め に
 酸素は呼吸のような効率の良いエネルギー生産を
行 うために有用な物質であるが,酸 素分子から生 じ
た活性酸素(ス ーパ ーオキシ ド,過 酸化水素,ヒ ド
ロキシル ラジカルや種 々の酸素 ラジカルなど)は 概
して反応性が高 く,生 物に様々な障害をもたらす こ
とが知 られてい る。そのため好気的条件下で成育す
る生物には,活 性酸素に対する様 々な防御機構が存




対 し抵抗性を示す ようになることであ り5),大腸菌
では致死効果を示 さない程度 の低濃度(通 常30
μM)の 過酸化水素で処理 してお くと,そ の致死作
用(mMオ ーダー)に 対 して抵抗性を獲得する よ
うになる6)。この耐性の獲得には前処理 中にある種
のタンパ ク質が誘導合成されることが必要で,過 酸
化水素を消去す る酵素 カタラーゼやDNA修 復に関
与する酵素などが含まれる7)0
 過酸化水素に よる前処理の間に合成 されるタンパ
ク質 としては30種 が検出されてお り,こ の中には前
述のカタラーゼやDNA修 復酵素のほか,ス ーパー
オキ シ ドを消去す る酵素 スーパーオキ シ ドジスム
ターゼ(SOD),ア ルキル ヒ ドロペルオキ シ ド還元
酵素,グ ルタチオン(GSH)還 元酵素など過酸化水
素の消去に直接関与 しないと思われる消去系酵素 も




ステムを考えると,細 胞が刺激 を受けた後,消 去系
酵素や修復系酵素の遺伝子発現を誘導す る因子の存
在が必要になる。 この ような調節因子の遺伝子 とし
てAmesら に よって大腸菌か らoxyRが 単離 され
た8)00xyRは 活性酸素 消去酵素群の正 の発現制御
因子 で あ り,カ タ ラーゼの遺 伝子(katG), Mn-
SODの 遺伝子(sodA),ア ルキル ヒドロペルオキシ
ド還元酵素 の遺伝子(ahpC, F), GSH還 元酵素 の
構造遺伝子(gor)な どはo"1～ の支配下にある。つ
ま り,こ れ らの遺伝子 のプロモーター領域の上流に
存在す るOxyR結 合部位に活性化 されたOxyRが
結合す ると,転 写量が増加す る。一方OxyRは,
自身を コー ドす る遺伝子oxyRに 対 しては転写の抑
制因子 として働いている8)。OxyRの 結合部位はoxyR
の転写 開始点付 近にあ り,こ こにOxyRが 結合
することによ りRNAポ リメラーゼによる転写をブ
ロックすると考 えられている。実際に,in vitro転
写系においては,OxyRの 添 加に よ りoxyRの 転写
が行われな くなることが観察 されている9)0し か し,
細胞 内のOxyR濃 度は過酸化水素の有無 にかかわ
らずほぼ一・定に保 たれてお り10),OxyRのoxyRプ
ロモーター領域への結合力は活性型,不 活性型でほ
とん ど変化 しない11)こ とか ら,in vivoで は複雑な
転写制御機構が働いていると考えられ る。
 本 研究室 に おいて,プ ロモ ー ターを 持たない
lacZの 上流にoxyRをlacZの 転写方向とは逆向きに
挿入す ると,lucZの 産物である β一ガラク トシダー
ゼが過酸化水素によって誘導 され る現象が観察 され
た。これは,OxyRに はその転写を行 うプロモーター
(PoxyR)の 他に逆方向の転写を行 うプロモーター
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図1 pMS-Poxy( +)， pMS-Poxy(一)の構築
B. BamHI: E. EcoRI 

































ODA?内活性値 (units)= 1000 x ω 














































































































表 1 H202存在下、非存在下における PoxyR断片のプロモーター活性
s-galactosidase activity (units) 
plasmid 
+H202a H202a 
pMS437C 75.4 74.3 
pMS-Poxy( +) 530.0 402.9 
pMS-Poxy(一) 356.3 105.8 
a: +H202，過酸化水素 1mMを培地中に添加した時の活性値
H202，過酸化水素を培地中に添加しなかった時の活性値
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pMS437C， pMS-Poxy( +)， pMS-Poxy( -)を持つMCI061を，それぞれ lmM過酸化水素存在下(+)， 
非存在下(-)で，対数増殖期まで培養し，全 RNAを調製した。このうち， 20，ug (1)， 2μg (2)， o.
2μg (3)， 0.02μg (4) をナイロンメンブレン上に固定して，プローブと DNA-RNAハイブリッドを
形成させ，検出した。
のBamHI-HindIII断片の下側の鎖140bを用いると，





















pMS-Poxy( +)， pMS-Poxy(一)に存在する PoxyR
および Pdの下流にある lacZの発現量，すなわ
ち舟ガラクトシダーゼの活性値を測定した結果，
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